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HART TALK 館長といっしょ！「福武總一郎さんにきく」開催について  

 

日本を代表するアートの発信拠点として国際的にも評価の高いベネッセアートサイト直島

を主導し、2010 年から 3 年に一度開催されている瀬戸内国際芸術祭を、総合プロデューサ

ーとして成功に導くなど、現在まで日本の文化芸術による地域振興に大きな功績を残されて

いる福武總一郎氏に、来るべき 2025 年の瀬戸内国際芸術祭と大阪・関西万博に向けて、ア

ートと社会、アートと地域、アートと教育など、様々な観点からお話をうかがいます。兵庫

県立美術館では、2025 年のこの 2 大イベントの「懸け橋」になるべく、準備を進めており

ます。 

 

１ 日 時 9月 12日（火）16時～17時 

   

２ 会 場 兵庫県立美術館ミュージアムホール 

 

３ 定 員 200名程度（事前申込制） 

      申し込み方法は 8月以降、県立美術館ウェブサイトでお知らせします。 

  

４ 出演者 福武總一郎氏（株式会社ベネッセホールディングス名誉顧問、公益財団法人福武

財団名誉理事長） 

      聞き手：林洋子（県立美術館館長） 

 

 ５ 出演者紹介 

       福武總一郎氏  

1945 年岡山生まれ。早稲田大学理工学部卒業。1973 年株式会社福武書店に入社。

1986年創業社長である父の急逝により同社代表取締役社長に就任。1995年社名を

「株式会社ベネッセコーポレーション」に変更。 

1992年安藤忠雄氏の設計によるベネッセハウス・ミュージアムを開設。2004年直

島福武美術館財団（現：公益財団法人福武財団）を設立。地中美術館、犬島精錬

所美術館、豊島美術館を開館するなど、直島・犬島・豊島を自然とアートで活性

化するプロジェクト「ベネッセアートサイト直島」（BASN）を展開し、国内外か

ら高く評価され続けている。2010年から 3年に一度、瀬戸内海の島々を舞台に開

催されている「瀬戸内国際芸術祭」では総合プロデューサーを務め、日本を代表

する現代アートの祭典として注目を集めている。2008年芸術選奨文部科学大臣賞、

2010年日本建築学会文化賞（BASNとして）、2012年モンブラン国際文化賞、2013

年地域文化功労者文部科学大臣賞等受賞多数。2018年 4月中国「山東省アートに

よる農村再生首席顧問」証書授与。現在、New Zealand在住。 

 

     林洋子  

1965 年京都生まれ。東京都現代美術館学芸員、京都造形芸術大学教員、文化庁芸  

術文化調査官を経て、2023年 4月より現職。現代美術ならびに藤田嗣治に関する

展覧会企画や著作多数。 

 



 

６ 備 考 「HART TALK 館長といっしょ！」は、本年 4月に館長に着任した林洋子が、各界か 

らゲストをお招きし、兵庫県立美術館（Hyogo Prefectural Museum of Art）の中長

期的な課題について一緒に考えるトークセッションシリーズ。７月 17日のプレ対談

を皮切りに、この秋以降、月 1回程度のペースで開催する予定で、９月の「 福 武

總 一 郎 さ ん に き く 」はその記念すべき第１回です。今後の詳細は県立美術館

ウェブサイトにてお知らせします。 

       （予定） 

Vol.00：7月 17日（月・祝）14:00～15:30津上みゆき氏（画家） 

         テーマ：いまを生きる画家が語る金山平三 

会場：ミュージアムホール 

定員：200名程度（先着順） 

 詳細はこちら：https://www.artm.pref.hyogo.jp/news/20230623/9865/ 

＊ひょうごプレミアム芸術デー スペシャル企画 特別展「ある画家の肖像  

金山平三」関連企画 

 

Vol.02：10月 15日（日）倉方俊輔氏（建築史家、大阪公立大学教授） 

         テーマ：安藤忠雄建築、Ando Galleryを県美で考える 

 

Vol.03：11 月 19 日（日）木下直之氏（静岡県立美術館館長・東京大学名誉教  

授・元兵庫県立近代美術館学芸員） 

         テーマ：原田の森から脇浜海岸へ、近代美術館から美術館へ、 

：兵庫県立美術館のこれから 

  

Vol.04：12月 16日（土）映画「手でふれてみる世界」上映会＋トーク 

        岡野晃子氏（同映画監督） 

         テーマ：「ふれてみる」鑑賞とは？国内外のミュージアムでの「ふれてみる」

鑑賞の現状に通じた岡野監督のお話を通して、県美で 1989年から開催してき

た「美術の中のかたち」展や今後の活動について考える 

 

  

 

【お問い合わせ】 

県立美術館教育支援・事業担当：三木、角田 

電話：078－262－0908 FAX:078－262－0903 

 

https://www.artm.pref.hyogo.jp/news/20230623/9865/

